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国による低所得者世帯への生活支援特別給付金事業

　 住民税均等割のみ課税世帯生活
　 支援特別給付金

【支給対象】基準日（令和５年 12 月１日）に別府市の住民登
録があり、次の要件に該当する世帯

〇令和５年度の住民税について、世帯全員が住民税均等割
のみ課税されている世帯、または住民税均等割のみが課
税されている人と住民税が非課税の人だけで構成される
世帯

【支給対象外】以下①～③の世帯は対象にはなりません。
①住民税非課税世帯（７万円給付金の対象世帯）
②住民税が課税されている者の扶養親族等のみで構成され

ている世帯
③他の市区町村で同様の趣旨の給付を受けた世帯、または

当該世帯の世帯主であった者を含む世帯
【支給額】１世帯あたり 10 万円
【手続方法など】対象と思われる世帯には３月末までに到着

するよう、順次確認書を発送しています。
　確認書の内容を確認し、５月 31 日（金）までに返信してく

ださい。（当日消印有効）
※支給日は市が確認書を確認した日から、おおむね３週間

後を予定しています。
※対象と思われる世帯の人で確認書が届かない場合は、別

途申請が必要になる場合があります。下記コールセンター
へお問い合わせください。

※詳しくは市ホームページをご確認ください▶

　 低所得者への子育て世帯生活支援特別
　 給付金

【支給対象】基準日（令和５年 12 月１日）に別府市の住民登録が
あり、次の①または②に該当する世帯のうち、18 歳以下（平
成 17 年４月２日以降生まれ）の児童を扶養している世帯

①令和５年度の住民税について、世帯全員が住民税均等割非課
税の世帯

②令和５年度の住民税について、世帯全員が住民税均等割のみ
課税されている世帯、または住民税均等割のみが課税されて
いる人と住民税が非課税の人だけで構成される世帯

【支給対象外】以下①②の世帯は対象にはなりません。
①住民税が課税されている者の扶養親族等のみで構成されてい

る世帯
②他の市区町村で同様の趣旨の給付を受けた世帯、または当該

世帯の世帯主であった者を含む世帯
【支給額】児童 1 人あたり５万円
【手続方法など】４月下旬までに対象と思われる世帯に確認書

を発送します。
　確認書の内容を確認し、６月 28 日（金）までに返信してくだ

さい。（当日消印有効）
※支給日は市が確認書を確認した日から、おおむね３週間後を

予定しています。
※同一世帯に住民票を置いたまま施設に入所している児童は加

算の対象外です。
※対象と思われる世帯の人で確認書が届かない場合、また令和

５年 12 月２日以降に生まれた新生児や別世帯で扶養する児
童がいる場合は、別途申請が必要になる場合があります。下
記コールセンターへお問い合わせください。

※詳しくは市ホームページ
　をご確認ください▶

　　　

　国が「デフレ完全脱却のための総合経済対策」として、低所得世帯へ支援を行う方針を決定しました。その方針を踏まえ、低
所得世帯への支援として、住民税均等割のみ課税されている世帯への給付及び低所得者の子育て世帯への加算給付を行います。

 問 　別府市専用コールセンター　
　　☎０１２０ー０９７ー７５１

問 　別府市専用コールセンター
　　☎０１２０－１１７－３３４

１ ２

記念すべき 100 周年を
市民総参加

でお祝いしましょう。

問　　政策企画課　☎２１ー１１２２
＼皆様のご参加をお待ちしています／

別府市は、令和６年４月１日に市制施行 100 周年を迎えます！ 市制 100 周年
記念コーナー
連載 Vol. ４

別府市制 100 周年記念事業  
市民公募事業（後期）

　市民の皆様が主体となって企画・実施する事業
の費用を補助します。皆様からのご応募をお待ち
しています。
募集期間　４月１日（月）～５月 15 日（水）17 時
対象期間　10 月１日（火）～令和７年３月 31 日（月）
～ 説 明 会  ～
日時　４月 11 日（木）18 時～
場所　市役所１階レセプションホール
問 　NPO 法人 BEPPU PROJECT
　　 ☎２２ー３５６０

募 集 市制 100 周年記念式典

※詳細は
　こちら▶

日時　４月７日（日）10 時～ 12 時
場所　ビーコンプラザ　コンベンションホール
内容　市制 100 周年記念企画、小中学生の合唱、
　　　高校生の吹奏楽、マーチングなど
※ 100 周年記念トートバッグをお配りします。
　どのデザインになるかは当日のお楽しみ！
※事前申込不要、どなたでも参加できます。



市報べっぷ7 2024.4

■募集受付期間　４月３日（水）９時 ～ 18 日（木）17 時（受付開始日より前の申込不可）
■申込方法　電話で申込み（窓口・ＦＡＸ・はがきでの申込不可）定員に達した講座は欠員待ちです。
※先着順に受講者本人からのみ受け付けます。定員未満の講座は締切を過ぎても受け付けます。お問い合わせください。

生涯学習施設　別府市ふれあい広場・サザンクロス
＊ 令和６年度　主催講座受講生募集＊

申・問　サザンクロス（千代町 市立図書館上４階）　☎２５－３３９６

講　座　名 回 講　座　日　時 定員 教材費ほか 開講日 講　師

１ 宇治拾遺物語 10 第３木曜日　10：00 ～ 30 2,500 円 ５月 16 日 山田 繁伸

２ 万葉をひもとく 10 第２木曜日　10：00 ～ 40 2,500 円 ５月９日 岡本 幸代

３ 古典入門 ｢ 伊勢物語 ｣ 10 第４火曜日　13：30 ～ 30 2,500 円 ４月 30 日 田邉 勲

４ 野の花を訪ねて ４ 第３金曜日　13：30 ～
※現地学習　９月 22 日（日） 20 2,000 円 ４月 26 日 藤内 広三

５ 四季の園芸 10 第３木曜日　13：30 ～ 30 2,500 円 ４月 25 日 後藤 哲

６

ふるさとガイド ８ 第１火曜日　（講義）13：00 ～
第２火曜日　（現地） 40 2,500 円 ５月 14 日 下記参照

【ふるさとガイドの日程・内容・講師】※現地学習は実費で、時間設定は行き先により変わります。
 ①５月 14 日 ( 講義 )、② 21 日 ( 現地 )「大分県の植物と自然保護ほか」大分県環境教育アドバイザー　小田 毅
 ③７月２日 ( 講義 )、④９日 ( 現地 )「別府のあゆみ、温泉文化と歴史ほか」別府地域史研究家　永野 康洋
 ⑤９月３日 ( 講義 )、⑥ 10 日 ( 現地 )「大分県の仏教遺跡・石仏・磨崖仏ほか」仏教美術研究者　渡辺 文雄
 ⑦ 10 月１日 ( 講義 )、⑧８日 ( 現地 )「大分の古代の役所と道」大分県考古学会 会長　清水 宗昭

７ 『十八史略』を読む 10 第４土曜日　10：00 ～ 40 2,500 円 ５月 25 日 友永 植

８ 外国の料理と語らい ６ 第１水曜日　10：00 ～ 16 3,000 円×２回 ６月５日 各国留学生ほか

９ みんなの厨房 ９ 第４水曜日　10：00 ～ 16 3,000 円×３回 ５月 22 日 宮井 里美
木代 正ほか

10 男の料理・入門編 ９ 第２水曜日　10：00 ～ 16 3,000 円×３回 ５月８日 久恒 邦子
亀井 えり子ほか

11 やさしいデッサン画 13 第２・４月曜日　10：00 ～ 30 2,500 円 ５月 27 日 藤野 啓子

12 伸び伸び絵画 ( 油絵水彩 ) 13 第１・３土曜日　14：00 ～ 20 2,500 円 ５月 18 日 野村 正則

13 木版画入門 13 第１・３月曜日　10：00 ～ 25 2,500 円 ５月 20 日 穴井 將巳

14 わくわく English 14 第２・４火曜日　10：00 ～ 25 2,500 円 ５月 14 日 古手川 智子

15 デジカメ初心者基礎講座 ９ 第２木曜日　13：30 ～ 15 2,500 円 ５月９日 中谷 都志郎

16 ベストセラーと名作から見た
日本庶民史 ５ 奇数月 第３土曜日　10：00 ～ 30 1,500 円 ５月 18 日 春田 国男

17 大分歴史探訪 ６ ５月～ 11 月
第３金曜日　10：00 ～ 50 2,000 円 ５月 17 日 飯沼 賢司

18

おもしろ人生学 ４ 第１金曜日　10：00 ～ 40 1,500 円 ６月７日 下記参照

【日程・テーマ・講師】※各テーマは対象月に市報でお知らせする予定です。当日のみの参加は 500 円です。
①６月７日「浜田温泉 - 四ママ物語 -」　町並みとまちづくりを考える県民の会 副会長　岸川 多恵子
②７月５日「自分が自分になる」　木彫家　造士 貴之
③ 10 月４日「王朝の貴人達の書を見る」　中世日本文学研究者・成城大学名誉教授　小島 孝之
④ 12 月６日 ｢ 私のあぜ道－好奇心と出会いの 71 年ー」　別府大学前学長　飯沼 賢司

※都合により講座の日程、回数などを変更する場合がありますのでご了承ください。
※講座内容は、市ホームページをご覧になるか、直接お問い合わせください。
※駐車場に限りがありますので、公共の交通機関などをご利用ください。



市報べっぷ 82024.4

児
童
手
当

（
所
得
制
限
あ
り
）

対�

象　
中
学
校
修
了
前（
15
歳
到

達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

支
給
額
（
月
額
）

０
～
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円

３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

第
１
子
・
第
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降　

１
万
５
千
円

中
学
生　

１
万
円

※�

所
得
制
限
超
過
の
場
合
、
児

童
１
人
に
つ
き
５
千
円
支
給

※
所
得
上
限
限
度
額
以
上
の
場
合
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
は
職
場
で
の
手
続
が

　

必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当

（
所
得
制
限
あ
り
）

対�

象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

（
児
童
が
18
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
。
た
だ
し
児
童

が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

が
い
を
持
つ
場
合
は
20
歳
ま

で
）
の
父
母
ま
た
は
養
育
者

※�

父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
が
い
が
あ
る
と
き
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
で
な
く
て
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

（
所
得
制
限
あ
り
）

対�
象　

精
神
・
身
体
に
政
令
で

定
め
る
程
度
の
障
が
い
を
持

つ
児
童
（
満
20
歳
ま
で
）
の

父
母
ま
た
は
養
育
者

子
ど
も
医
療
費
助
成

　

対
象
者
が
医
療
機
関
を
受
診

し
た
と
き
、
市
が
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す（
保
険
診
療
分
）。

対
象（
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と
）

・
未
就
学
児（
６
歳
に
達
し
た
３
月

末
ま
で
）　通
院
・
入
院
・
調
剤

・
小
・
中
学
生（
15
歳
に
達
し

た
３
月
末
ま
で
）
保
護
者
の

市
町
村
民
税
の
課
税
状
況
に

よ
り
一
部
自
己
負
担
金
あ
り
。

・
高
校
生
等（
18
歳
に
達
し
た
３
月

末
ま
で
）
一
部
自
己
負
担
あ
り
。

※�

助
成
を
受
け
る
に
は
受
給
資

格
者
証
の
申
請
手
続
が
必
要

で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成

（
所
得
制
限
あ
り
）

　

対
象
者
が
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
と
き
、
市
が
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
（
保
険
診
療
分
）。

※
親
に
つ
い
て
は
一
部
自
己
負

　

担
あ
り
。

対�

象（
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と
）

①
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
親

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
親
に 

　

監
護
さ
れ
て
い
る
児
童

③
父
母
の
い
な
い
児
童

※�

児
童
は
18
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
人

※
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
が
い
が
あ
る
と
き
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
で
な
く
て
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
時
預
か
り
事
業

　
保
護
者
の
短
期
の
勤
務
や
傷
病
な

ど
の
緊
急
な
理
由
に
よ
り
家
庭
で
保

育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
育
児

疲
れ
を
解
消
し
た
い
場
合
な
ど
に
一

時
的
に
保
育
所（
園
）に
預
け
ら
れ
ま
す
。

�

対
象
児
童　
市
内
在
住
で
認
可
保

育
所
・
公
私
立
幼
稚
園
な
ど
に
入

所
し
て
い
な
い
就
学
前
の
乳
幼
児

預
け
ら
れ
る
時
間

　

８
時
～
18
時
（
日
曜
日
、
祝

　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

預
け
ら
れ
る
保
育
所
（
園
）

 

・
中
央
保
育
所
（
南
町
）

 

・
内
竈
保
育
所
（
国
立
第
二
）

 

・
鶴
見
保
育
所
（
荘
園
）

 

・
ナ
ー
サ
リ
ー
プ
ー
ア
プ
ー
分
園

　
（
エ
テ
ラ
）（
石
垣
東
）

 

・
認
定
こ
ど
も
園
ひ
め
や
ま
幼
稚
園

　
（
大
字
野
田
）

※
右
記
以
外
に
、
余
裕
活
用
型

一
時
預
か
り
を
行
っ
て
い
る

保
育
所
も
あ
り
ま
す
。

※
施
設
や
利
用
料
な
ど

　

詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
時
預
か
り
事
業

２
歳
児
定
期
利
用

　

家
庭
に
お
い
て
必
要
な
保
育

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
定
を
受
け
た
２
歳
児
を
定

期
的
に
預
け
ら
れ
ま
す
。

預
け
ら
れ
る
幼
稚
園

　

真
愛
幼
稚
園（
上
田
の
湯
町
）

※�

対
象
児
や
利
用
料
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
お
い
た
子
育
て

ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
、
お

児
童
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
各
制
度
に
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  

申

問　

子
育
て
支
援
課　

☎
（21）
１
４
２
７

お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン

の
交
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

既
に
交
付
し
て
あ
る
ク
ー
ポ
ン

は
、
例
年
通
り
３
歳
誕
生
日
の
前

日
ま
で
は
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

大
分
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
人
で
、
す
で
に
発
行
し
て
い

る
ク
ー
ポ
ン
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

差
し
替
え
ま
す
の
で
、
窓
口
で
申

請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

別
府
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
事
業

　

子
育
て
中
の
家
庭
を
応
援
す

る
た
め
に
、「
援
助
し
て
ほ
し
い

人
」
と
「
援
助
を
し
た
い
人
」
が

会
員
と
な
っ
て
、
有
料
で
活
動
を

行
い
地
域
で
支
え
合
う
事
業
で
す
。

※�

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。（
利
用

料
は
１
時
間
あ
た
り
500
円
か
ら
）

申

問　

別
府
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
ほ
っ
ぺ
パ
ー
ク
内
）

　
　
　

☎
（27）
１
１
８
９　
　
　

各
制
度
に
は
申
請
手
続

が
必
要
で
す

　
申
請
時
、
個
人
の
状
況
な
ど
に
応

じ
て
必
要
な
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

手
当
は
申
請
を
し
た
翌
月
分
か
ら
支

給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
子
育
て
支
援

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲市ホームページ

掲載している講習会などは、特に記載の無い限り無料・予約不要です。
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　別府市では、地域の課題解決に向けて公益的な活動を行うＮＰＯ法人や学生団体も含めた市民活動団体を支援するこ
とにより、協働のまちづくりを一層推進するため補助金を交付します。

■ＮＰＯ活動推進部門
対象経費　団体の組織強化または人材育成に要する経費、
　　　　    団体の中間支援活動に要する経費
対象団体　次の要件を全て満たすＮＰＯ法人

①事務所が市内にあり、市内で市民活動を行っている
こと。②設立後５年以上経過していること。③５人以
上の会員で構成されていること。④法人やその構成員
が、暴力団等と無関係であること。⑤政治活動や宗教
活動を目的としないものであること。
補助限度額　 60 万円（補助率 10 分の 10 以内）
■市民活動促進・活性化部門（一般枠・学生枠）
対象経費　団体の市民活動の準備に要する経費、団体の

　　　　 市民活動・運営に要する経費
対象団体　次の要件を全て満たす市民活動団体 （NPO 法人含む）

①市内で市民活動を行っている、または行おうとして
いること。②市内を活動拠点とし、５人以上の会員で

構成されていること。③規約などを有し、責任者が明
確であること。④営利を目的としていないこと。
⑤「 NPO 活動推進部門 」の④、⑤の要件を満たすこと。

※学生枠は、上記①～⑤を全て満たす市内の学生団体（市
内に所在する大学及び大学院、短期大学、専修学校な
どに在籍する学生により構成される団体）であること。
補助限度額　（一般枠）30 万円（補助率２分の１以内）
　　　　　　（学生枠）10 万円（補助率 10 分の 10 以内）
■申請と審査について
申請方法　申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて

自治連携課へ提出。申請書は自治連携課にあるほか、市
ホームページからダウンロードできます。
受付期間　４月８日（月）～５月８日（水）
審査方法　１次書類審査、２次公開プレゼンテーション
※詳細は下記へお問い合わせください。
申 問　自治連携課　☎２１－１１２５

就
学
援
助
制
度

（
要
申
請
・
審
査
有
）

　

経
済
的
な
理
由
で
、公
立
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
を
就
学
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
就
学
援

助
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
左
記
ま
た
は
各
公
立
小
・

中
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
学
校
教
育
課　

☎
（21）
１
５
７
４

子
育
て
短
期
支
援
事
業

　

保
護
者
が
病
気
、
出
産
、
就

労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
一
時

的
に
子
ど
も
を
自
宅
で
養
育
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
事
業

で
す
。
泊
り
が
け
で
預
け
ら
れ

る「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」と
平
日

夜
間
に
預
け
ら
れ
る「
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
ス
テ
イ
」、
休
日
に
預
け
ら

れ
る「
休
日
預
か
り
」が
あ
り
ま
す
。

※
親
子
で
の
利
用
や
子
ど
も
自

身
の
希
望
に
よ
る
利
用
（
保

護
者
の
同
意
が
必
要
）も
可
能
。

※
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

※
所
得
に
応
じ
て
、
利
用
者
の

　

負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

申

問　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（21）
１
２
３
９
・
（21）
１
１
１
７

べ
っ
ぷ
出
産
応
援

ギ
フ
ト  

・
べ
っ
ぷ

子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

　

市
で
は
妊
娠
時
５
万
円
（
べ
っ

ぷ
出
産
応
援
ギ
フ
ト
）、
出
産
後
児

童
一
人
あ
た
り
５
万
円（
べ
っ
ぷ
子

育
て
応
援
ギ
フ
ト
）を
給
付
し
ま
す
。

妊
娠
届
出
の
際
の
面
談
時
及
び
出
産

後
の
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
時

に
申
請
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
と

国
民
健
康
保
険
税
産

前
産
後
期
間
減
額
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

出
産
す
る
国
民
健
康
保
険
加

入
中
の
被
保
険
者
の
国
民
健
康
保

険
税（
所
得
割
額
と
均
等
割
額
）が

産
前
産
後
期
間
の
４
か
月（
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
６
か
月
）減
額
さ

れ
る
制
度
で
す
。（
令
和
５
年
11

月
以
降
に
出
産
し
た
人
が
対
象
）

問　

別
府
市
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者　

保
険
年
金
課

保
険
税
係　

☎
（21）
１
１
４
８

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康

保
険
加
入
者
は
各
職
場
ま
た
は

保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

子
ど
も
に
関
す
る

弁
護
士
相
談（
要
予
約
）

日
時　
４
月
25
日
㈭　

16
時
～
18
時

場
所　
光
の
園
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
　
　

パ
ー
ネ
ム
内
（
荘
園
）

内
容　

子
ど
も
や
子
育
て
環
境

に
関
す
る
悩
み
を
法
律
や
人

権
の
観
点
か
ら
弁
護
士
に
相

談
で
き
ま
す
。

※
１
人
30
分
程
度

※
電
話
で
左
記
へ
申
込
み
。

申

問　

別
府
市
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
光
の
園
）

　

☎
０
８
０（
３
３
７
１
）０
８
７
４

救
命
講
習
案
内

コ
ー
ス　

①
普
通
救
命
講
習
・
団
体
用
（
20
人
）

②
普
通
救
命
講
習
・
個
人
用
（
30
人
）

③
救
命
入
門
コ
ー
ス
・
団
体
（
30
人
）

日
時　

①
毎
週
金
曜
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）

②
毎
月
第
３
日
曜
日
（
９
時
～
12
時
）

③
毎
週
火
曜
日（
90
分
・
45
分
）

場
所　

消
防
本
部
４
階
会
議
室

※�

市
民
及
び
市
内
に
通
勤
通
学

の
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
下
記
コ
ー
ド
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
▼

申
問　

消
防
本
部
警
防
課

　
　
　

☎
（25）
１
１
２
４

　　　   別府市市民活動支援補助金 申請団体
市民活動団体を支援します

募 集

保
健
師
な
ど
に
よ
る
面
談
が
必
要
。

申

問　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（21）
１
２
３
９
・
（21）
１
１
１
７
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別
府
市
文
化
活
動
育

成
・
奨
励
事
業
補
助

金
交
付

　

市
内
で
の
文
化
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る

活
動
を
行
う
文
化
団
体
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

①
広
く
市
民
に
発
表
す
る
た
め

に
市
内
で
行
わ
れ
る
大
会
、

行
事
な
ど
の
活
動

②
国
や
自
治
体
が
主
催
・
共
催
・

後
援
す
る
九
州
・
全
国
・
国

際
大
会
な
ど
に
県
予
選
等
を

経
て
出
場
資
格
を
得
た
活
動

申
請
期
限　

令
和
７
年
２
月
末

※
補
助
が
必
要
な
場
合
、
事
業

の
開
始
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
問　

文
化
国
際
課

　
　
　

☎
（21）
１
１
３
１

海
外
留
学
す
る
市
民

を
応
援
し
ま
す

○
別
府
市
海
外
留
学
奨
励
金

　

支
給
額

　

１
人
１
回
限
り
５
万
円

※
渡
航
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
。

対
象　

①
～
④
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人

①
海
外
の
高
校
、
短
期
大
学
、

大
学
、
専
門
学
校
ま
た
は
語

学
学
校
に
半
年
以
上
留
学
す

る
人

②
義
務
教
育
を
終
了
し
た
人

③
別
府
市
に
３
年
以
上
在
住
、

ま
た
は
過
去
３
年
の
間
に

遡
っ
て
３
年
以
上
居
住
し
て

い
た
人

④
帰
国
後
、
別
府
市
の
国
際
交

流
に
貢
献
で
き
る
人

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
を
。

申
問　

文
化
国
際
課　

　
　
　

☎
（21）
１
１
３
１

留
学
生
の
地
域
で
の

活
動
を
応
援
し
ま
す

　

市
内
で
別
府
市
民
と
国
際
交

流
な
ど
の
地
域
活
動
を
実
施
す

る
留
学
生
へ
活
動
に
か
か
る
経

費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

①
市
内
の
大
学
に
在
学
す
る
学

生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
団
体
の
構
成
員
は
、
３
人
以

上
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
２
分

の
１
以
上
が
外
国
人
留
学
生

で
あ
る
こ
と

③
市
内
で
実
施
す
る
国
際
交

流
、
国
際
協
力
ま
た
は
多
文

化
共
生
を
推
進
す
る
地
域
活

動
で
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

に
終
了
す
る
も
の

申
請
期
限　

令
和
７
年
１
月
末

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
補
助
が
必
要
な
場
合
、
事
業

の
開
始
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
問　

文
化
国
際
課　

　
　
　

☎
（21）
１
１
３
１

別
府
市
ご
み
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方

カ
レ
ン
ダ
ー

　

市
で
は
、
町
内
別
の
ご
み
の

収
集
日
や
分
別
方
法
を
記
載
し

た「
ご
み
と
資
源
の
分
け
方
・

出
し
方
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
配
布

固定資産課税台帳の
縦覧・閲覧

　縦覧とは、市内に所在する土地や家屋の評価
額を確認でき、自分の土地や家屋の評価額と比
べることによって評価の適正さが確認できる制
度です。また縦覧期間中の固定資産課税台帳（名
寄帳）の閲覧の手数料は無料です。

期間 対象者

①
縦覧

 ４月 1 日（月）～ 　
 ５月 31 日（金）

固定資産税の納税者、
納税管理人、住民票
上の同一世帯の親族、
代理人

②
閲覧

 ４月１日（月）～
 令和７年
 ３月 31 日（月）

固定資産税の納税者、
納税管理人、住民票
上の同一世帯の親族、
代理人、借地・借家
人など

時間　８時 30 分～ 17 時
　　　（土・日曜日、祝日、年末年始は除く）
持ち物　【①②共通】運転免許証やマイナンバー

カードなど本人確認ができるもの、印鑑（法
人の場合）、 代理人であることを証する書面

（委任状など）/【②のみ】借地・借家人など
の人は賃貸借契約書及び賃借料領収書など関
係を証するもの

場所・問　資産税課（グランドフロア 36 番窓口）
　　　　　☎２１－１１２０

し
て
い
ま
す
。

　

市
報
３
月
号
と
一
緒
に
お
配

り
し
ま
し
た
が
、
手
元
に
無
い

人
は
、「
市
役
所
」や
「
各
出
張

所
」
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

も
で
き
ま
す
▼

問　

生
活
環
境
課
清
掃
事
務
所

　
　

☎
（66）
５
３
５
３

対
象
地
区
の
ご
み

収
集
を
行
い
ま
す

　

４
月
29
日
㈪
㈷
は
対
象
地
区

の
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

朝
８
時
30
分
ま
で
に
決
め
ら
れ

た
場
所
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

収
集
日
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

に
も
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
確
認
の
う
え
お
出

し
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課
清
掃
事
務
所

　
　

☎
（66）
５
３
５
３

消
費
生
活
相
談

　

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日

　
　
　

９
時
～
16
時
30
分

　
　
　

（
祝
日
除
く
）

場�

所
・
問　

　

別
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
４
階
産
業
政
策
課
内
）

　

☎
（21）
１
８
８
１
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令
和
６
年
度

狂
犬
病
予
防
注
射

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
一
生
に

一
度
の
登
録
と
毎
年
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
病
院
ま

た
は
集
合
注
射
会
場
で
予
防
注

射
の
接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
は
感
染
し
た
犬
に
人

が
噛か

み
つ
か
れ
発
症
す
る
と
助
か

ら
な
い
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
国

内
で
は
予
防
注
射
や
野
犬
の
捕
獲

な
ど
に
よ
り
50
年
以
上
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
世
界
中
で
は
多
く

の
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
料
金　

　

�

３
千
250
円
（
動
物
病
院
、
集

合
注
射
と
も
に
同
額
）

※�

事
前
に
注
射
案
内
通
知
書
裏

面
の
問
診
票
の
各
項
目
に
記

入
し
て
会
場
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
通
知
書
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
、
生
活
環
境
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
の
な
い
犬
に
つ
い
て

は
、
飼
い
主
に
通
知
書
を

送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご

確
認
の
う
え
、
必
ず
生
活

環
境
課
で
犬
の
登
録（
登
録

料
３
千
円
）を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問　
生
活
環
境
課　

☎
（21）
１
１
３
４

動物病院
動物病院 電話 動物病院 電話

阿部どうぶつ病院（上野口町） ２２－７８２２ すえつぐ動物病院（松原町） ２５－５５５６
えとう動物病院（南的ヶ浜町） ２１－１４１４ 友永ペット病院（鶴見） ２５－０８２８
木原荘園犬猫病院（荘園） ２４－７８１６ ファミリア動物病院（中須賀東町） ６７－０５３５

集合注射会場集合注射会場
日程 時間 会場 時間 会場

４/９
(火)

９ ：30 ～ ９：50 北中町公民館南側広場※ ９ ：30 ～ ９：50 スパランド豊海第１幼児公園
10：00 ～ 10：15 朝日大平山地区公民館 10：00 ～ 10：15 関の江新町第１幼児公園
10：25 ～ 10：35 扇山第６幼児公園 10：25 ～ 10：35 小坂第１幼児公園
10：45 ～ 11：00 扇山公民館 10：45 ～ 11：00 小坂公民館
13：30 ～ 13：45 山の手町本光寺 13：30 ～ 13：45 八幡朝見神社駐車場前
13：55 ～ 14：15 原町公民館 14：00 ～ 14：15 河内バス停上交差点横
14：25 ～ 14：40 青山町公民館 14：25 ～ 14：35 両郡橋公民館

４/10
(水)

９ ：20 ～ ９：30 旧東山小中学校バス停前 ９ ：20 ～ ９：35 明礬みどり荘前
10：05 ～ 10：15 内成公民館 ９ ：45 ～ ９：55 湯山コミュニティセンター
10：25 ～ 10：35 古賀原公民館 10：15 ～ 10：30 旧天間小学校
10：50 ～ 11：00 赤松地蔵群前 ー ー
13：30 ～ 13：40 小倉公民館 13：30 ～ 13：50 古市第２温泉
13：50 ～ 14：15 竹の内公民館 14：00 ～ 14：15 八幡石垣神社（中須賀本町）
14：25 ～ 14：40 大平山小学校体育館前 14：25 ～ 14：50 石垣神社（石垣西４丁目）

４/11
(木)

９ ：20 ～ ９：35 内竈公民館 ９ ：20 ～ ９：40 鉄輪東公園 ( 鉄輪温泉公園、鉄輪東 )
９ ：45 ～ ９：55 西念寺前駐車場 ９ ：50 ～ 10：05 上平田公民館
10：05 ～ 10：20 浜田温泉第２駐車場 10：15 ～ 10：35 四の湯温泉前ちびっこ広場
13：30 ～ 13：40 老人ホーム一燈園（堀田） 13：30 ～ 13：40 乙原公民館
13：55 ～ 14：10 北鉄輪公民館 13：50 ～ 14：05 堀田公民館
14：25 ～ 14：40 野田公民館 14：15 ～ 14：35 南立石生目町公民館

・犬の死亡や所在地、飼い主が変更になったときは届出が必要ですので、生活環境課にお知らせください。
※ 4/ ９（火）「北中町公民館南側広場」は、昨年度の「朝日出張所跡」から会場変更となりました。

事
業
継
続
支
援

相
談
窓
口

日
時
　

①
４
月
８
日
㈪　

９
時
～
16
時

※
１
組
約
90
分
。
４
組
ま
で
。

②
４
月
22
日
㈪　

10
時
30
分
～
16
時

　
（
事
業
承
継
専
門
相
談
日
）

場
所
　
別
府
商
工
会
議
所
３
階

　

特
設
ブ
ー
ス
（
中
央
町
）

対
象　
【
法
人
】
本
社
が
別
府

市
に
あ
る
も
の

　
【
個
人
事
業
主
】
主
た
る
事

業
所
が
別
府
市
に
あ
る
も
の
、

ま
た
は
代
表
者
が
別
府
市
に

居
住
す
る
も
の

相
談
員
　
中
小
企
業
診
断
士　

　

大
分
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

持
ち
物
　
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
決
算
書
・
申
告
書
な
ど

申
込
期
限　

①
４
月
５
日
㈮　

17
時
ま
で

②
４
月
19
日
㈮　

10
時
ま
で

※
完
全
予
約
制
で
す
。

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
事
業
継
続
支
援
相
談

　
窓
口
」か
ら
申
込
み
▼

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

み
で
き
な
い
事
業
者
に
つ
い

て
は
、電
話
で
左
記
へ
申
込
み
。

問　
産
業
政
策
課 

☎
（21）
１
１
３
２
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国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
夜
間
窓
口

　
「
日
中
、
仕
事
で
納
付
に
行
け

な
い
」
な
ど
で
お
困
り
の
人
の
た

め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

保
険
税
・
保
険
料
の
納
付
や
納
付

相
談
、
加
入
や
脱
退
の
手
続
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
納
付

相
談
な
ど
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
㈭

　
　
　

17
時
30
分
～
20
時

問　

保
険
年
金
課 

☎
（21）
１
１
４
８

別
府
市
ふ
れ
あ
い

農
園
利
用
者
募
集

　

大
自
然
と
澄
み
き
っ
た
空
気
の

中
で
野
菜
や
草
花
を
育
て
る
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

農
園
場
所　

大
字
東
山
城
島

利
用
者
要
件　

　

別
府
市
に
住
所
を
有
す
る
人

１
区
面
積　

約
20
㎡

利
用
料　

６
千
円
／
年

※
年
度
途
中
の
申
し
込
み
は
月

割
り（
月
500
円
）と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
▼

申

問　

農
林
水
産
課 

　
　
　

☎
（21）
１
１
３
３

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

日
時
・
場
所

〇
４
月
16
日
㈫ 

10
時
～
11
時
30
分

　
社
会
福
祉
会
館（
上
田
の
湯
町
）

　

13
時
30
分
～
15
時

　

お
ひ
さ
ま
パ
ー
ク（
南
町
）

〇
４
月
23
日
㈫ 

10
時
～
11
時
30
分

　

あ
す
な
ろ
館
（
平
田
町
）

内
容　

認
知
症
の
基
礎
知
識
や

認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方

対
象　
認
知
症
の
人
へ
の
接
し
方

を
学
び
た
い
人
で
、
こ
れ
ま
で
講

座
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
人

※
電
話
で
左
記
へ
申
込
み
。

申
込
期
限　

開
催
日
前
週
の
金

　

曜
日 

午
前
中

申

問　

別
府
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
（26)
６
０
７
０

債
務
者
相
談
会

（
要
予
約
）

　

弁
護
士
に
よ
る
30
分
程
度
の

相
談
で
す
。
借
金
問
題
で
お
困

り
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
11
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

市
役
所
４
階

　
　
　

４
Ｆ

－

２
会
議
室

定
員　

６
人（
先
着
順
）

申

問   

産
業
政
策
課 

☎
（21）
１
８
８
１

未経験者歓迎
　　　  竹の教室受講生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
期間　６月～令和７年３月（月に４回程度）　場所　別府市竹細工伝統産業会館（東荘園）　　　　　　　　　　　　　　
日程　初級：火曜日、中・上級：水曜日　各９時～ 15 時（曜日変更の場合あり）
定員　初級 20 人（未経験者または経験２年未満で 18 歳～ 63 歳）、中・上級 20 人（経験２年以上５年未満で 18 歳～ 68 歳）
受講料　月額 3,600 円　（傷害保険などは個人で別途加入。そのほか実習用材料費、道具購入費などの実費が必要）
申込方法　申込書記入のうえ本人確認書類の写しを添えて５月１日（水）～６日（月・祝）に竹細工伝統産業会館へ。
　　（受付時間 10 時～ 15 時）応募多数の場合は抽選。詳細は市ホームページへ（申込書ダウンロード可能）。
問　産業政策課　　☎２１－１１３２　 takezaiku@city.beppu.lg.jp

募 集
＼別府竹細工の技術を学んでみませんか／

地域包括支援センターの職員を募集しています

地域包括支援センターの名称 設置している法人名 人事担当者の連絡先
別府市青山・東山
地域包括支援センター 社会福祉法人　一燈園 ☎２２ー６１００

別府市朝日
地域包括支援センター 社会福祉法人　泰生会 ☎６６－９９８８

別府市北部
地域包括支援センター 社会福祉法人　豊心会 ☎６７－６２１１

高齢者が住み慣れた地域での生活を続けられるよう、暮らしを支える地域
包括支援センターで働いてみませんか。
別府市では、地域ごとに各法人に地域包括支援センターの設置を委託してい
ます。
地域包括支援センターにより募集内容が異なりますので、詳細は設置して
いる法人にお問い合わせください。
各法人の人事担当者の連絡先は下記のとおりです。

募集職種例　主任介護支援専門員、保健師（看護師）、社会福祉士など

　２月 29 日までの間に寄せられ
た義援金 12,395,225 円を石川県
へお届けしました。
　この義援金は、被災地の方々
の生活を支援するため、義援金
配分委員会を通じて被災された
方々に届けられます。多くの皆
様から温かいご支援を賜り、心
より厚くお礼申し上げます。
　なお、今後も継続して義援金
及びふるさと納税の事務を代行
する災害支援代理寄附を受け付
けますので、引続きご支援をお
願いいたします。
　被災地の復興と被災された皆
様の一日も早い生活再建を心よ
りお祈り申し上げます。

令和６年能登半島地震に
伴う義援金ご協力のお礼

問　秘書広報課　☎２１ー１１２３
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テニススクール生募 集
受講料　15,000 円（３か月・全 10 回）　※無料で１回体験ができます。
場所　公園テニスコート　定員　各 12 人　
※雨天時、振替日あり。（ラケット貸出あり）
※べっぷアリーナ窓口または電話でお申し込みください。
定員に達した場合はお断りすることがあります。

教室名 曜日 時間 開始日

大人の初級コーススクール
月 10：00 ～ 11：20 ４／１
木 10：00 ～ 11：20 ４／４

＼初心者でも経験者でも大歓迎！／

申 問　べっぷアリーナ（別府市総合体育館）
　　　☎２１－２３２３
　　　（休館日／毎週水曜日）

交
通
安
全
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

左
記
の
小
学
校
付
近
で
、
登

校
時
に
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安

全
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る
人

（
性
別
不
問
）

募
集
校
区　

緑
丘
小
、
鶴
見
小
、

大
平
山
小
、
上
人
小
、
春
木
川
小
、

山
の
手
小
、
南
小
、
亀
川
小

報
酬　

10
万
円
（
年
額
）

指�

導
時
間　

授
業
日
の
７
時
30

分
～
８
時
30
分（
約
１
時
間
）

問　
生
活
環
境
課 

☎
（21）
１
１
３
４

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
春
は
、
新
入
学
の
児
童
や
通
勤
に

不
慣
れ
な
車
な
ど
が
多
く
、
事
故
の

起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。
優
し
い

マ
ナ
ー
と
思
い
や
り
の
運
転
を
心
が

け
て
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
、別
府
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

〇
こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き

る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
と

安
全
な
横
断
方
法
の
実
践

〇
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と「
思
い

や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」運
転
の
励
行

〇
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
の
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

期
間　

４
月
６
日
㈯
～
15
日
㈪

問　
生
活
環
境
課 

☎
（21）
１
１
３
４

　きめ細やかな支援のため体制を強化し、相談窓口を分かりやすくするため、福祉部門の機構を変更します。

問 　政策企画課　☎２１－１１２２4 月から福祉部門福祉部門の機構が変わります

■高齢者に関する部署を一元化
◎「介護保険」に関する部署（旧介護保険課）と「高齢者福祉」に関す

る部署を「高齢者福祉課」に一元化します。部署を一元化することで、
高齢者の方の利便性の向上を図ります。

■「高齢者福祉課」の一部事業を「ひと・くらし支援課」へ
・ふくしの相談窓口　（福祉の総合相談窓口）
・重層的支援体制整備事業
・民生委員児童委員
・日赤・遺族援護・軍人恩給
・社会福祉法人監査
※場所の変更はありません。

■母子保健に関する部署が「健康推進課」から
　「こども家庭課」へ
◎こども家庭センターの機能を充実し、こどもに対する包括的な支援

体制を強化するため、母子保健係を「こども家庭課」へ移管します。
※場所は保健センターから変更ありません。

子育て
支援課

福祉総合
ミーティン
グルーム

ひと・くらし
支援課

高齢者福祉課
（介護保険・高齢者福祉）

高齢者
福祉課
調査員

１階

庁舎北側駐車場
ふくしの相談窓口など

生活保護

※ご不明点は近くの職員にお尋ねください。

別府市介護人材
確保支援金

　多くの人が介護を必要とする時期の到
来を見据え、「大分県介護福祉士修学資金
等貸付事業」を活用して専門知識を学び、
市内の介護事業所などで就労する人を対
象に支援金を給付します。
給付内容　月額１万円（最長５年間）
申込場所　市役所１階　高齢者福祉課
申込期限　５月 31 日（金）
申�込方法　交付申請書に必要書類を添え

　　　　て申込み。
※�申請書は市ホームページからダウンロ

ードできます。
申 問 　高齢者福祉課　☎２１－１４６３
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重
度
身
体
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付

　

重
度
身
体
障
が
い
者
が
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
タ
ク
シ
ー
券
の

申
請
を
し
た
人
に
は
郵
送
し
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
以
降
も
、
申

請
を
も
と
に
要
件
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
対
象
の
場
合

に
タ
ク
シ
ー
券
を
郵
送
し
ま
す
。

対�
象　

下
肢
機
能
、
体
幹
機
能

ま
た
は
移
動
機
能
障
害
２
級

以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人

※
総
合
等
級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

電
子
申
請
は

　

こ
ち
ら
か
ら
▼

必
要
書
類　

身
体
障
害
者
手
帳

交
付
・
問　

障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（21）
１
４
１
３

農
地
農
業
相
談

日
時　

４
月
18
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

市
役
所
４
階

　
　
　

農
業
委
員
会
室

内
容　

農
地
、
農
業
に
関
す
る

　
　
　

相
談
な
ど

相
談
員　

農
業
委
員
、
農
地
利

人権とは何か、そして様々な人権課題について
　「人権」とは何か？この問いには、このように答えることができます。
〇 一人ひとりが生まれた時から持っている「人が人として、社会の中で自由に考え、自由に行動し、幸せに暮
らす」権利

　そして、この人権を尊重するための第一歩は、相手の気持ちを考えることです。このコーナーでは、年間を
通して様々な人権課題について考えていきます。
　法務省では「人権啓発活動」の強調事項として、下記 17 項目を掲げています。
  ・女性の人権　　・こどもの人権　　・高齢者の人権　　・障害を理由とする偏見や差別
  ・部落差別の解消　　・アイヌの人々への偏見や差別　　・外国人の人権
  ・感染症に関連する偏見や差別　　・ハンセン病への偏見や差別
  ・刑を終えて出所した人とその家族への偏見や差別
  ・犯罪被害者とその家族の人権　　・インターネット上の人権侵害
  ・北朝鮮当局による人権侵害問題　　・ホームレスへの偏見や差別
  ・性的少数者への偏見や差別　　・人身取引の撤廃
  ・東日本大震災等の災害に起因する偏見や差別
全ての人々の人権を大切にする人権尊重のまち別府を、ともに目指していきましょう。

４月の無料人権相談　
日時　10 日（水）　10 時～ 12 時、13 時～ 15 時　　　　　　※お気軽にご相談ください。
場所　市役所４階　４F ー２会議室（予約優先）
相談員　人権擁護委員　
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～困難な問題を抱える女性が、安心して、かつ、自立して暮らせる社会の実現を目指すために～
　女性を取り巻く困難な要因は「生活困窮」、「性暴力・性犯罪被害」、「家庭環境破綻」など多岐にわたります。
さらに、コロナ禍で家庭などに居場所がない若年女性たちの存在が表面化したこともあり、そうした女性も含
めて支援していく必要があるため、令和６年４月１日から「女性支援新法」が施行されます。

（困った状況の女性を支える法律）
　ここでは「身近な人からの暴力に悩む女性について」を取りあげます。
配偶者（事実婚を含む）や恋人など、身近で親しい人から受ける暴力を「ドメスティック・バイオレンス（DV)」と
言います。
＜ DV の暴力は以下の６つの種類に分類できます＞

　近年では DV の形態が多様化し、「相手の行動を制限し支配下に置く」、「長時間、正座をさせて説教する」など
言葉や態度で相手を追い詰めるという「精神的暴力」といったケースが増加しています。

　　「自分さえ我慢すればいい」「自分の悩みはたいしたことではない」と思わず、一緒に考えていきましょう。
　辛いことや不安なことはひとりで抱え込まず、相談することで解決方法が見つかるかもしれません。

　問　男女共同参画センター　あす・べっぷ
　　　女性のための電話・面接相談　☎２１ー７８２０　
　　　月曜日～金曜日　９時～ 17 時（祝日・年末年始は除く）
　　　※相談は無料です。秘密は守ります。

男女共同参画センターからのメッセージ

身体的暴力  殴る、蹴る、突き飛ばす、物に当たる、首を絞める、引きずり回すなど

精神的な暴力  「誰のおかげで生活できてると思ってるんだ」などと言う、怒鳴る、不機嫌になる、
 罵声などの人格を傷つける言葉など

経済的暴力  生活費を渡さない、借金をさせる、働くことを許さないなど
社会的暴力  外出を制限し、周囲から孤立させる、電話やメールなど細かくチェックするなど
性的暴力  性行為の強要、避妊しない、中絶の強要など

子どもを利用した暴力 子どもの前で暴力をふるう、子どもへの暴力をほのめかすなど

別府市美術館が再開しました！
　別府市美術館は空調設備工事等改修工事のため令和４年 10 月から休館していましたが、工事が完了し、
３月１日から再開しました。
　これからも多くの皆様に来館していただける魅力ある美術館を目指します。
　また、美術館の円滑な運営及び事業の充実を図るため、別府市美術館運営協議会を設置しました。
　「つなぐ・つどう美術館」～市民や児童生徒に愛される美術館～をコンセプトに、美術品などの充実及び
展示に創意工夫を凝らし、皆様が集う場所にしていきます。

開館時間　10 時～ 17 時（入館は、16 時 30 分）
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日休館）
観 覧 料　中学生以下　無料
　　　　　高校生、大学生、一般　210 円
　　　　　障がい者手帳などお持ちの人とその介護者１人は免除
※展覧会なども開催していますので、皆様の来館をお待ちしています。
※詳細は、市ホームページをご確認ください▶
問　別府市美術館　☎７５－８７１０

別府市の歴史が詰まった美術館へぜひお越しください！
作品などについて聞きたいことがあれば職員へお声がけください。
皆様と美術館でお話できることを楽しみにしています。
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